
 

 

 

 

 

 

 

 

豚流行性下痢（ＰＥＤ）は例年、気温の低下する冬季に発生が増加する傾向
にあり、昨年９月～今年8月までに4県70農場での発生が確認されています。
下記のポイントに留意して、農場の防疫対策の再徹底をお願いします。 

 

★伝染病発生予防対策のポイント 

１．病原体侵入防止対策  

・豚の導入の際は、隔離豚舎で 2～４週間の健康観察を行う 

・農場に出入りする車両、特に豚の運搬車両については、 

荷台の洗浄と消毒を強化 

・野生動物の農場への侵入防止対策の徹底 

・ＰＥＤについては、ワクチン接種を徹底すること 

 

２．農場間伝播防止対策  

・畜産関係車両が出入りする家畜市場、と畜場等、畜産関係 

施設への入退場時の消毒の徹底  

・特に、と畜場出荷後の車両の荷台は出荷豚を下ろす際に 

他農場由来の豚糞便に汚染されている危険があり、確実に 

洗浄・消毒した上で退場すること 

 

３．早期通報  
・毎日の飼養豚の観察をより丁寧に行い、異常な行動、下痢、 

嘔吐、食欲不振、死亡等の症状が確認された場合はすぐに 

家畜保健所に連絡すること 
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農場の防疫対策の再徹底をお願いします！！ 

下痢・嘔吐 
元気がない 

発熱・死亡 こんな症状が見られたら 
すぐにご連絡ください！！ 

農林水産省ＨＰより 

最上家畜保健衛生所 Tel：0233-29-1357 
           （休日・夜間対応） 

R1.9月～ 

R2.8月 


